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①学校運営上
の課題

社会に開かれ
た教育課程へ

の対応

　学校教育の充実や地域コミュニ
ティに活性化を図るために、学校
支援地域本部の設置を推進してい
る。
　また、学校支援地域本部の活動
を発展させる形でコミュニティス
クールを導入していく。
　設置を進める中で、地域コーディ
ネーターの人材の確保や、新規設
置に当たっての既存の地域団体と
の調整が課題となっている。

　平成２５年度から事業を開始し、令和７年
度には１６１校中９５校に「学校支援地域本
部」が設置される予定となっている。課題解
決のために、互いの情報を共有できるよう
にすることで他校の活動の状況が確認でき
るようにするとともに、地域コーディネーター
に対しての「地域コーディネーター研修」を
実施し「学校支援」の在り方を示してきた。

地域コーディネーターの「活動マニュアル」や
「研修内容」を設置校管理職が把握できるよ
うにすることで学校側に周知していく。また、
学校や関係施設が閲覧可能な全庁フォルダ
へ活動内容を掲載することにより、他校の取
組を検索できるようにし、情報交換の場を設
ける。

地域コーディネーターを中心に地域
の方が教育課程を支援する実績を
効果的に市内の学校に共有するこ
とにより、「教育の質と効率化が図
れる」という意識改革を学校側に促
進することで、設置校の実施事業が
伸びる。
※設置校において実施事業数が増
えることが、学校教育活動の充実や
地域コミュニティの活性化という事業
の目標につながるため、指標として
設定した。

設置校事業実数の
平均値 5 件 6 5.8
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設置校における実施事業数の目標値にはわずかに届かな
かったが概ね達成できたといえる。学校差がとても大きく、学
校支援地域本部の活動の成熟度が要因として考えられる。
地域コーディネーターの活動の仕方が認識できるよう地域
コーディネーター研修会を充実させたり、各学校の実践報告
を閲覧できるようにし、自校の実践に取り入れやすくしたりす
るなどして、必要な基礎知識や技術の習得、資質の向上を
図る。
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